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アラスカ黒トウヒ林の火災時に燃えたコケの面積のリモートセンシング
Remote sensing of burnt moss fractional areas during an Alaskan spruce forest fire
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アラスカ黒トウヒ林の火災時に燃えたコケの面積率を評価した。アラスカ内陸部の黒トウヒ林の火災の直後に、燃え
た部分の面積、燃え残ったコケ、損傷を受けたコケの分光反射を測定した。これら分光データは、Terraの中分解能撮像
分光放射計 (MODIS)センサーから、アラスカ黒トウヒ林の火災後にこれらの被覆の面積率を見積もるのに用いた。本見
積もりの精度評価は、航空機による空中写真判読による面積率との比較により行った。燃えたコケの面積率は、火災中
の二酸化炭素放出や火災後の植生回復と関係がある。
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